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(1) 標識ヒト精子細胞膜糖蛋白の作成:洗浄ヒト精子の細胞膜成分を非イオン化洗剤で溶解し， Lens 
curinaris hemagglutinin (LcH) 親和クロマトグラフによっていH親和性糖蛋白成分を分離した。得






(4) ゲル電気泳動: Immunoprecipitation には staphylococcus aureus の菌体成分である Zysorbin を使
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用し， SDS ポリアクリルアミドゲ、jレ電機泳動はLaemmli の方法に従った。
[結果]













(4) 抗原安定性:この抗原は1000C ， 10分間加熱しても72%の活性が残ったo pH 2 以下の強酸，或はpH
10以上の強アルカリで処理しても50%以上の活性が認められた。又種々の蛋白変性剤に対しても極めて
安定していた。









(4) 精禁中では本抗原は分子量約50 ， 000の物質として存在していた。
(5) 本抗原は熱処理や酸，アルカリ，蛋白変性剤等の処理に対して極めて安定していた。
(6) 本抗原は既知の精子付着抗原である lactoferrin および、ferrisplan と組織分布等で類似しているが，
分子量は全く異なっており，又本抗原はこれらの抗原と交文性を示さない事から，新しい精子付着抗原
といえる。
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論文の審査結果の要旨
不妊男性や原因不明の不妊婦人の中には精子不動化抗体や精子凝集抗体が検出されるものがある O 抗
精子抗体の対応抗原を同定する事は，不妊症の原因究明や避妊ワクチンの開発に寄与するものと考えら
れる。著者は，ヒト精紫に対する異種抗血清を用いて，ヒト精子細胞抗原の解析を行い，新しい精子付
着抗原の分離同定に成功した。本抗原は分子量約12， 000で， LcH親和性の糖蛋白で、あった。抗原の臓器・
組織分布を検討したところ，精子・精紫・乳汁および男子性腺の一部に特異的に存在していた。抗原活
性は精築中に最も強く認められ，又精禁中では本抗原は分子量約50.000の物質として存在していた。本
抗原は酸・アルカリ・熱・タンパク変性剤処理に対して，きわめて安定していたことから，その抗原決
定基は糖蛋白の糖鎖部分であることが示唆された。
著者の研究は新しい精子付着抗原を分離同定しており その物理化学的性質を明らかにしているO
従って，本論文は学位論文に値するものと考える O
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